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● 環境クリーン部長  安藤 善雄（あんどう よしお） 
 

 ● 当部の仕事をもって貢献しているＳＤＧｓの主なゴール 

   
 
● 環境クリーン部の仕事 

 
 
● 環境クリーン部の令和 6年度の目標 

 環境クリーン部は、「所沢市マチごとエコタウン推進計画」に掲げる将来像 「“人と人”“人と自然”との絆で、子

どもたちの未来を紡ぐ エコタウン所沢」の実現を目指すとともに、2050 年までに市域の温室効果ガス排出量実

質ゼロを目指して各種施策を実施します。 

 

〇分野別基本方針 

・【脱炭素社会の構築】 地域から地球環境を支え、持続可能な環境づくりに取り組みます 

・【みどり・生物多様性の保全】 人と自然の共生に向け、みどりの保全・創出に取り組みます 

・【循環型社会の形成】 循環型社会の形成に向け、ごみの減量・資源化に取り組みます 

・【大気・水環境等の保全】 健康で安心して暮らせる環境づくりに取り組みます 

・【魅力的な都市環境の創造】 魅力的でいつまでも住み続けたい環境づくりに取り組みます 

〇横断的基本方針 

 分野別の取組みには各主体の関りが不可欠なため、協働・実践・学習を横断的な施策として、みんなで実践す

る環境づくりに取り組みます 

 

これらの取組みを通じて、「みどりあふれる持続可能なエコタウン」にしていきます。 

 

 

 

環境クリーン部は、マチごとエコタウン推進課(ゼロカーボンシティ推進室)、環境

対策課、生活環境課、みどり自然課、資源循環推進課(一般廃棄物最終処分場

整備室)、東西クリーンセンター及び収集管理事務所の 8課 2室で構成され、地

球温暖化対策、公害対策等の環境施策、生活環境の向上対策、みどりの保

全・創出と廃棄物処理施策の推進を主な仕事としています｡ 



● 目標達成に向けた重点事業 

No 事業項目 事業の概要 事業の目標 事業の達成実績 

1 公共施設太陽

光発電設備設

置事業 

再生可能エネルギー創出及び電力使用に

伴う二酸化炭素排出量の削減と公共施設

のレジリエンス強化を目的に、複数の公共

施設に対して太陽光発電設備と蓄電池を設

置します。 

 

民間の資金やノウハウを有効活用し、初期費用を抑え事

業費の平準化を図るため、設計・施工・維持管理を含めた

包括リース方式を採用し、早期実現を図ります。 

 

2 スマートハウス

化推進補助事

業 

再生可能エネルギーの導入や住宅の環境

性能向上などの省エネ対策を行う際の経費

の一部を補助します。 

 

・補助制度の周知に努め、民生家庭・業務部門における

更なる温室効果ガスの排出量削減を図ります。 

・家庭や事業所等に再生可能エネルギーの導入を推進し

ます。 

・住宅のエコハウス化、エコリフォームの推進や蓄電池の

導入、次世代自動車への転換等を推進します。 

 

 

3 里山保全地域

等指定整備事

業 

市内の貴重な緑地を保全し、所沢のみどり

を次世代に継承するため、法令等に基づく

緑地保全制度の指定や緑地の取得等を行

います。 

 

・特別緑地保全地区内や里山保全地域内の土地の取得

（公有地化）を図ります。 

・市民緑地やふるさとの緑の景観地の土地の取得（公有

地化）を図ります。 

・里山保全地域等の地域制緑地の指定を行い、生物多様

性にも配慮したみどりの保全を図ります。 

 

 

4 ごみ減量推進

事業 

 

ごみの排出を抑制するため、ごみ減量・資

源化の取組みを進めます。 

 

・家庭から排出される生ごみの減量を推進するため、生ご

み処理機の導入を推進します。 

・出前講座や SNS の活用などにより、3R や正しい分別の

啓発を推進し、ごみの排出抑制を図ります。 

 

 

 


